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子供の口の大きさは最大直径32mm
なので、小さな物は口の中に入りま
す。おもちゃが口の中にすっぽり
入ってしまったり、食べ物が飲みこ
めないでのどにつかえてしまったり
します。子供ののどは未発達なの
で、気管に物が入りやすく、ピーナッ
ツや枝豆などの豆類を与えるのは危
険です。豆類は赤ちゃんの気管をふ
さぐ大きさで、気管に入っているの
に気が付かないと、肺の炎症を起こ
してしまいます。

お母さんがシャンプーをしている少
しの間でも、子供は浴槽をよじ登っ
ておぼれてしまうので、浴槽の外に
いるからといって安心できません。
また、勝手に浴室に入り、浴槽のふ
たを開けておいたために転落してお
ぼれないよう、入浴後、浴槽のお湯
は抜いておき、浴槽のふたは入浴す
る直前に外します。

入浴後、子供が小さいうちはお湯はすぐに抜いておく。
浴槽のふたはたわみにくいしっかりとしたものを選ぶ。

子供が簡単に浴室に入れないように
ドアに外カギを付ける。

子供だけで浴室で遊ばせない。

03（3568）3711☎

TOKYO子育て情報サービス

妊娠・子育て及び事故防止等に関する情報を24時間、電話（音声
自動応答）とインターネットにより提供しています。

または　東京都福祉保健局ホームページトップ＞子供家庭
＞子育て支援＞TOKYO子育て情報サービス

TOKYO子育て情報サービス�

東京消防庁救急相談センター　♯7119

急な病気やケガをした場合に、「救急車を呼んだほうがいいのか？」「今
すぐ病院に行ったほうがいいのか？」等迷った際の相談窓口です。相談
医療チーム（医師、看護師、救急隊経験者等の職員）が対応しています。

☎ 7119（携帯電話、PHS、プッシュ回線）
（ダイヤル回線からは）　2  3   区：03-3212-2323

多摩地区：042-521-2323
相談日時　24時間年中無休

03（5320）4388☎

ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）電話相談

SIDSをはじめ、その他の病気・流産・死産・事故などで赤ちゃんを亡
くされたご家族の精神的な支援のために、専門職（保健師又は助産師）や
ビフレンダー（同じ体験をしたご家族）による電話相談を行っています。

相談日時 金曜日（休日・年末年始を除く）
 午前１０時から午後４時まで

子供の健康相談室（小児救急相談）

子供の健康・救急に関する相談に看護師や保健師等が応じています。
また、必要に応じて小児科医師が対応します。

相談日時　○月曜日から金曜日（休日・年末年始を除く）
　　　　　　午後６時から翌朝８時まで
　　　　　○土・日・休日・年末年始
　　　　　　午前８時から翌朝８時まで

03（5285）8898☎
8000（携帯電話、プッシュ回線の固定電話。

ただし、ひかり電話、ＩＰ電話からは、つながりません。）



子供のまわりには危険がいっぱい

床に出してあるおもちゃや掃除機の
コード、めくれあがったカーペット、
公園の石段など、子供は足元を見
ないで突進してくるので、ちょっとし
た段差にもつまづき転倒します。あ
る程度高さのある段差は認識できま
すが、ちよっとした段差は逆に気づ
きにくいので、注意が必要です。

階段を上り下りするときは、転んで
も支えられるように子供の下側を歩
きます。最初は後ろ向きにハイハイ
して下りるようにし、歩いて下りられ
るようになったら、手をとるか子供
の横か下側を歩きます。

開き戸を勢いよく開けたら反対側に
いる子供にぶつかったり、ドアや引
き戸が透明ガラスだと閉まっている
のが分からなくて突進しぶつかった
りすることがあります。ぶつかって
割れても飛び散らないようにシール
やフィルムをはって防止しましょう。

おむつを交換した後、子供を起こそ
うとして腕を勢いよく引っ張ったり、
転びそうになって片腕を急に引き上
げたり、遊んでいて急に引っ張った
りしたときに脱きゅうを起こすことが
あります。脱きゅうは癖になりやす
いので、腕を急に引いたり、強く引
き過ぎたりしないように、注意が必
要です。

食事の準備をしている台所は子供に
とって危険な場所のひとつです。コ
ンロから下ろしたばかりのやかんや
熱い鍋に触ってしまったり、足元に
いる子供に熱いスープや油などがか
かってしまうと、ひどいやけどをして
しまいます。

子供は大人のまねをしたがるので、引
き出しに入っている薬を取り出して誤
飲してしまうことがあります。また、お
母さんが使う化粧品にはことのほか
興味があるので、洗面台や化粧台の
上に無造作に置かないようにします。

子供はビーズやプラスチックの玉、
小さなブロックやおかしをおもしろ
半分で鼻や耳に詰めてしまうことが
あります。異物が詰まって取れなく
なり、思わぬ事故に至ることもある
ので注意が必要です。
　特に鼻から入ったものは、長時間
そのままにしておくと鼻の中の粘膜
に炎症を引き起こします。

家具の引き出しを開け閉めして指を
挟んだり、引き出しを出してよじ登
りタンスが倒れて挟まれたりしま
す。
　サッシの鍵の部分は子供の背たけ
からいってもいたずらしたくなる所
なので、簡単に開けられないように
しておきます。気密性の高いサッシ
に挟むと、ひどい場合は指を骨折し
てしまいます。

子供はなかなかじっと座っていられ
ません。チャイルドシートに嫌がって
座らないと、抱きかかえて乗せてしま
いがちになりますが、スピードを出し
ていなくても、衝突による力は子供
を死亡させたり、ひどく傷つけてしま
います。

子供の位置を確認してからドアを開閉する。

子供の腕を引くときは強くなりすぎないようにする。

子供のまわりに、つまづきやすい物や段差がないか確認する。
部屋の中は整理整とんしておく。

ストーブやヒーターなどは安全さくで囲い使用する。
食事の準備をしている時は台所に子供を入れないようにする。

階段の上り下りは、大人がいつも子供の下側を歩くか手をつなぐ。
階段の上下にはさくをつけ、閉め忘れのないようにする。

子供が鼻や耳に小物を入れて遊ばないように注意する。


